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　地域防災の要として、重要な役
割を担う消防団。消火活動や防火・
防災の啓発など、地域の安心安全
を守るために活動しています。
　現在、伊佐市には 17 分団に
385 人（平成 29 年 10 月 1 日現在）

伊佐市消防団長
中越　勇さん

女性消防団  班長
春口　章子さん

私たちのまちは
私たちが守る

　私たちの活動で、市民
の皆さまの防災への意識
が高まり、尊い命、平穏
な日常生活を少しでも守
るお手伝いができれば幸
いです。
　女性ならではの視点で、
幼いお子様から、一人暮
らしの高齢者まで、お役
にたてればと思い活動し
ています。

　女性にも男性に無い視点で
活躍してもらいたいとの思い
で結成しました。
　女性消防団の重要な活動と
しては、民生委員と連携した
一人暮らしの高齢者宅への訪
問活動がありますが、男性団
員よりも気軽に話せると喜ば
れており、高齢者の防火・防
災への意識高揚につながって
います。

の消防団員が在籍しており、その
内 14 人が女性です。平成 26 年
10 月に結成された女性消防団は、
一人暮らしの高齢者宅への防火訪
問活動や防火啓発活動などを行っ
ています。年齢は 20 ～ 50 代と

幅広く、職業は介護士・看護師・
主婦・市職員などさまざまです。
　自分や家族、地域のためにぜひ
一緒に活動しましょう。

（全国女性消防操法大会　要員７人）

女性消防団
伊　佐　市



3　　広報いさ  2017.11.01

期間  11 月９日（木）～ 15 日（水）

女性ならではの視点を
地域の防災活動に生か
してみませんか。

団員募集 男性団員も募集中！

活動の記録

問い合わせ先　総務課交通消防防災係　☎㉓１３１１

◆ 家の周りに燃えやすいものを置かない
◆ 寝タバコやタバコの投げ捨てはしない
◆ 調理するときはその場を離れない
◆ 風の強いときはたき火をしない
◆ 子どもにはマッチやライターで遊ばせない
◆ 電気器具は正しく使い、タコ足配線はしない
◆ ストーブには燃えやすいものを近づけない

火の用心 ７つのポイント

■防火セレモニー
　日時　11 月９日（木）
　　　　10 時～ 11 時
　会場　大口ふれあいセンター
　　　　前広場

秋季全国火災予防運動

　毎月 3 回、民生委員の方々にご協力
いただいて一人暮らしの高齢者宅を訪問
し、防火の呼び掛けをしています。

　防火クラブの幼児たちと一緒に街中を
歩き、防火を啓発する「防火パレード」
の様子です。毎年 11 月に開催されます。

　1 月に行われる出初式では、消防団の
行進や式典での賞状授与のお手伝いをし
ます。

　毎月 16 日に定例会を開き、今後の活
動計画などを話し合います。

　秋田県で開催された全国女性消防操法
大会に、県代表として初出場！結果は悔
しくも全国 26 位でした。

　春と秋の火災予防運動では女性消防団
の広報車で市内を巡り、防火の呼び掛け
をしています。

　秋も深まり、芸術・スポーツ・読書・食欲の秋などと言われて
いますが、「防火の秋」もお忘れなく。空気が乾燥し、火災の発
生するおそれが非常に高まります。そこで、女性消防団が高齢者
宅への防火訪問活動で配布している「火の用心 7 つのポイント」
をご紹介！今一度、家の防火対策について見直してみましょう。

応募資格　1 伊佐市内に在住または通勤している人
　　　　　2 18 歳以上（高校生は除く）
　　　　　3 健康で防災やボランティア活動に興味のある人

■防火パレード　　
　大口ふれあいセンター前を10時
　30 分頃に出発予定
　※雨天時は中止します。
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参加料　無料
　　海潮忌
　伊佐市出身の直木賞
作家、海音寺潮五郎氏
は昭和 52 年 12 月 1 日、
76 歳で逝去。その遺
徳を偲び偉業を顕彰す
る式典。

　郷土が生んだ偉大な歴史小説家「海音寺潮五郎」没後 40 年を記念して次のような記念事業を実施します。
ぜひ皆さんもこの機会に「海音寺文学」の魅力に触れてみませんか。

平成 28 年の海潮忌・文学フェスティバルの様子

　　 文学フェスティバル
　海音寺潮五郎記念第 17 回「銀
杏文芸賞」および「読書感想文・
感想画コンクール」の表彰式、銀
杏文芸賞選者である歌人伊藤一彦
先生・詩人岡田哲也先生・歌人宮
原望子先生による鼎

て い

談。

問い合わせ先　社会教育課文化財係　☎㉖１５５４

　海音寺潮五郎氏を広く紹介するために
記録写真を展示します。
期　間　11 月 22 日（水）～ 26 日（日）
場　所　大口ふれあいセンター 1 階

　小説『二本の銀杏』の主人公のモデル
となった堀之内良眼房の遺品展示会
期　間　11 月 30 日（木）まで
場　所　大口歴史民俗鉄道記念資料館
　　　　（大口ふれあいセンター 4 階）
入館料　無料

日　時　11 月 25 日（土）14 時開演
場　所　伊佐市文化会館大ホール
入場料　無料

海音寺潮五郎記念
「海潮忌・文学フェスティバル」

◎銀杏文芸賞入賞者の作品集を販売
　定　　価　１冊 300 円（限定 100 冊）
　販売場所　授賞式会場で 11 月 26 日のみ   

　最優秀賞   緑のボタン   内藤  賢司（福岡県八女市）

　優秀賞
  蜜柑剪定   中村  和博（熊本県水俣市）

  配達   齊藤  敏也（秋田県秋田市）

　佳作

  故郷の空   葛岡  昭男（千葉県流山市）

  鶴日和   吉野  佳子（熊本県八代市）

  空を見て   竹下  侑里子（熊本県熊本市）

  夕立   田口  涼子（鹿児島県鹿児島市）

　海音寺賞 該当者なし

　最優秀賞   供する   児島  裕美（鹿児島県伊佐市）

　優秀賞
  帰巣   佐野  ふみ子（鹿児島県鹿児島市）

  赤とんぼ   水町  登代子（熊本県菊池郡菊陽町）

　佳作

  火の玉   小田  茂（鹿児島県伊佐市）

  古傷   伊地知  順一（鹿児島県姶良市）

  正子の成人式   田代  伊津子（鹿児島県伊佐市）
  リハビリの
  歩キメデス   清水  りえ（鹿児島県伊佐市）

　海音寺賞   陽炎の向こうに   髙橋  裕之（鹿児島県伊佐市）

第 17 回「銀杏文芸賞」入賞者

エッセイ部門

短歌部門 題名

題名

氏名（住所）

氏名（住所）

40海音寺潮五郎没後　　年記念事業

加来耕三  文化講演会

堀之内良眼房の遺品展示会

海音寺潮五郎  展示会

日　時　11 月 26 日（日）12 時 30 分～

場　所　大口ふれあいセンター３階


